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上下の町並み
　江戸時代、石州街道の宿場町だった上下に、幕府の代官所

が置かれ、地域の政治的な中心地となりました。金融業や商

業の町として発展し、多くの人や物が行き交い、さまざまな建

物が建ち並んで、上下の町並みの基礎が形作られました。明

治時代以降も商業・金融業などが活発に営まれ、現在の町

並みにつながっています。

　昭和 12 年 (1937) 頃に、本町通りが軍用道路として当時

の道路幅から約２倍に広げられています。通りの両脇に建ち

並ぶ建物は、屋根の軒先を切り縮めたり、通り側の壁の一部

を切り取るなどして道路幅を確保しました。壁などを切った

建物のなかには、状態の良い材料を再利用したり、かつてと

同じように再生したものも残っています。

　上下の町並みを構成する建物の半数以上は、江戸・明治・

大正・昭和初期頃までに建てられたものか、あるいはそれを

修理・改造したものです。上下には、昭和戦前までの伝統的

な町並み景観がよく残っており、町並みから昭和戦前までの

人々の暮らしの面影を感じることができます。さらに、昭和初

期の道路拡幅の痕跡もよく残っており、現在もそのまま見る

ことができます。これは全国的に見ても珍しく、上下の町並み

だけの特色と言えるかもしれません。

福山から府中
「川がある。町がある。織物などの出来る町である。牛の仔が何疋となく野に遊んでいる。私の志す

方に山が重なりあって、（中略）やがて私の車は、通りの細い田舎町へと入っていった。

それが府中であった。煙草が出来たり、指物師の多かったりする府中の町だ。そこで私は一番大きな

旅籠屋を選んで泊まった。」

府中から上下
「路は葦田川の谷に沿って、くるくる廻って上っていった。（中略）信濃や飛騨のように深い山という感

じは起こらないが、兎に角四面悉く山であった。こけら葺きの猟師の家などがぽつねんと一軒立って

いるようなところもあった。木野山に入ろうとする処に、橋があって、そこに一軒休み茶屋があった。

（中略）いつの間にか峠をも越えた。そこからは下り坂になる。細い谷川が一歩ごとに段々開けてそし

て大きくなっていく。」

　田山花袋は明治時代の文豪で、「蒲団」という作品が有名です。その「蒲団」のモデルとなったのが上下出身の

文学者 岡田美知代といわれています。紀行文には、岡田家を訪ねて来た明治40年頃の様子が書かれています。

上下
「いかにも海岸からはるばる山の中に入って来たという感じのす

る町であった。（中略）小学校があったりした。警察署が町の曲

り角のようなところにあって、そこから商家の軒が両側につづい

た。笠だの糸立だのを売っている家もあれば乾物類を店に並べ

ている家もあった。ー銀行と書いた大きな板が右に見えたと思う
と、その隣の自転車の置いてある大きな店に車夫は梶棒を下ろ

した。」

田山花袋が書いた明治40年頃の府中市
  ～紀行文『日本一周』（中編大正4年（1915）刊行）「備後の山中を経て三次へ」より抜粋～
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　黒しっくい壁に白いなまこ壁、うだつ、

１階と２階とでデザインの異なる格子窓

などがおしゃれな建物です。

旧角倉菓子店（泊まれる町家「天領上下」）

　白壁となまこ壁が美しい建物です。

　文学者　岡田美知代の生家でもあります｡

旧岡田家（上下歴史文化資料館）

　旧角倉家の蔵で、屋根の上の八角形の

塔屋が目をひく建物です。戦後に改修し、

キリスト教会として利用されています。

上下教会

　現在目にする屋根の上の櫓は、半鐘とと

もに建築当時のままの姿を残しています｡

旧警察署

　２階の高さを低く抑えた造りが特徴で

す。２階には、通気や明り取り用の鉄格子が

はめ込まれた横長長方形の窓があります。

旧田辺邸

　間口が一際大きい建物で、２階は黒しっ

くい壁と黒なまこ壁で仕上げられています｡

重森本店

　中央右手には上下教会の塔屋があり、通りの奥には

翁山が見えます。

上下の町並み（本町通り）

　翁橋を渡ってつきあたりに翁座があります。通りの両側

に建ち並ぶ建物が当時の賑わいを伝えています。

上下の町並み（日の出通り）
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旧芦品郡役所庁舎
　明治政府は廃藩置県を断行し、翌明治５年（1872）には郡も廃止し、「大区･小区制」を実施しました。例え

ば、府中市村（現在の府中市府中町）は、小田県第４大区第８小区府中市村と表示されました。しかし、長い歴

史を持った郡を無視した諸政策には非難が多かったので、わずか６年で大区・小区制を廃止して郡を復活さ

せました。

　郡には郡役所が置かれ、官選の郡長が任命されました。さらに、明治 23 年（1890）には「郡制」が制定さ

れ、新たに議決機関として郡会が設置されることになり、郡は自治体としての性格を持つようになりました。

　この頃から全国で郡の整理統合が進められ、日常的に行き来が頻

繁な芦田郡と品治郡のような近くて狭い郡同士は合併することになり

ました。明治 31年（1898）に芦品郡が誕生し、新郡役所（現府中市

歴史民俗資料館）は、近世以降に発展・形成された当時郡内で最も

繁華な石州街道の町場の東端に建てられ、明治 36 年（1903）３月

28日に移庁式が盛大に行われました。

　この建物は和洋風折衷のいわゆる擬洋風建物です。当時、役所・

学校・駅などたくさんの人が集まる建物は擬洋風で建てられること

が多く、芦品郡の人たちも洋風郡役所を見て、新しい時代の雰囲気

を感じたことでしょう。

　ところで、政府は地方行政制度、とりわけ「郡」の位置づけに悩ん

でいました。郡には課税権が与えられず、郡行政は府県知事や政府

の監督を受け、自治体というには不完全なものでした。結局、大正 10

年（1921）に郡制廃止、５年後には郡役所の機能も廃止されるに至

りました。半世紀に満たない中で、郡役所は歴史的役割を終えたの

です。

　その後、旧芦品郡役所庁舎は県の出先機関などの事務所として利用されましたが、昭和 51年（1976）、道

路拡幅に伴い旧芦品郡役所建物は取り壊されることになりました。ちょうど、旧制府中中学（現府中高等学校）

校舎の擬洋風建物が取り壊されたばかりで、街のシンボルのような建物が相次いでなくなってしまうことを残

念に思う市民たちは、建物の保存運動を行いました。その結果、多くの市民の賛同を得て募金も集まり、土生町

の造成地に移築され、歴史民俗資料館として再利用することになりました。

　現在、明治時代に建てられた擬洋風の郡役所建物は極めて数が少なくなり、いくつかは国の重要文化財にも

指定されています。時代を語る貴重な歴史遺産です。

福塩線の開通
　福塩線は、山陽本線福山駅と芸備線塩町駅 ( 三次市 )を結

ぶ鉄道路線(78 ㎞ )です。

　明治 28 年 (1895)、府中市村の延藤吉兵衛ほか74 名によ

り｢福山～府中間｣が最初に計画されました。その後、明治 43

年(1910)に改めて鉄道計画が進められ、大正３年(1914)に、

福山～府中間で両備軽便鉄道株式会社が営業を開始しまし

た。昭和８年 (1933) には国鉄に買収されて福塩南線となり、

翌年に線路幅を 762 ㎜ ( 軽便 ) から1067 ㎜ ( 省線 ) へ拡

幅する工事に着手、昭和10 年(1935)に現在の本庄廻り( 福

山市 )のルートが完成し、府中駅も府中町永井町から現在地へ

移転しました。

　一方、府中～三次間については、大正４年(1915)に広島～

三次間の芸備鉄道が開通したのを機に、鉄道を備後南部から

三次へという運動が起きました。大正９年 (1919) には上下町

の有志が福山～三次間の鉄道敷設を沿線各町村へ呼びかけ

て、陳情運動を毎年繰り返しました。その努力の結果、昭和５年

(1930)に上下～塩町間の福塩北線の着工が決まり、塩町～吉

舎間が昭和６年 (1931) に、吉舎～上下間が昭和 10 年

(1935)に開通しました。

　そして、昭和13 年(1938)、府中～上下間の開通により、福

塩線が全線開通しました。

　鉄道の開通は、一気に人や物の流れを活性化させ、地域の近

代化に大きく貢献しました。初めて鉄道が開通した時の記念式

典は各市町村で盛大に行われ、いかに鉄道の開通が住民の念

願であったかがうかがえます。

　その後、昭和 50 年(1975)頃までは、福塩線は賑わいをみ

せていました。しかし、車社会になるにつれ利用者は徐々に減

少し、昭和 59 年(1984)には第３次赤字ローカル線の廃止対

象路線となりました。そのため、昭和 61年(1986)には沿線の

市町村が中心となって福塩線対策協議会を結成し、｢ふるさと

に乗って残そう福塩線｣をスローガンに推進運動を展開してい

ます。昭和 62 年(1987)、国鉄の民営化で JR 西日本の営業と

なった今も、その運動は継続され、平成 26 年(2014)に福山

～府中間開通 100 周年を迎えました。
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工業都市府中の萌芽
　現在の府中市はさまざまな業種が集積した内陸工業都市です。家具・繊維・金属・機械・プラスチッ

ク製品などの製造業を中心とした「ものづくりのまち」として発展してきました。福山城下郊外の手工業

地域として、その萌芽はおおむね江戸時代末期から明治初頭に遡ることができます。

家具などの木工業

　 ｢府中家具｣の名で全国に知られた家具工業については、江戸

時代後期に大阪でタンス製造技術を修得した内田円三が、府中

に帰郷した後に盛んになったといわれていますが、詳しいことは

わかっていません。ただ明治中期以降に、タンスや桐箱などの指

物類が地場産業として盛んになったのは間違いありません。タン

スなどの指物、琴、下駄の製作には桐材が利用され、部材を順

にとっていく、一種のコンビナートを形成していました。

醸造業（酒造 · 味噌）

　物資の集散地であった府中では、醤油や味噌、酒造りなどの醸造業も盛んでした。

　府中味噌の起源はおよそ 400 年前といわれていますが、当時は家内工業的

なものでした。明治時代に入り、味噌専門の製造工場が出来たようです。そして、

第二次世界大戦後の昭和 30 年 (1955)には 12 工場に増加し、広島県内の生

産量の約 4分の1を占めていました。

　酒造業も盛んで、明治 10 年 (1877) 創業の桑田酒造の「天晴」ほか、橋

本酒造の「洗心」、上安原酒造の「幾千代」など、酒造会社が８社ありましたが、

現在はすべて廃業しています。

金属工業

　明治 31 年 (1898) 赤松鉄工所が創業、その後大正・昭和にかけて、大小鉄工関係工場が次々に生

まれました。第二次世界大戦を経て戦後、急激に発展し、現在の金属工業の基盤を確立しました。

　備後国府跡の発掘調査では、国府附属工房の系譜を受け継いだ、鋳物に関係した遺構・遺物が多く

確認されます。また中世には、府中に国分寺助国という刀鍛治の一党がいたという説があります。近代

の金属工業の素地だったと考えられるかもしれません。

　このような産業が、現在の府中市の主要産業につながっていきますが、その発展の背景には、備後地

方の交易上の主要結節点という地理上の利点が関係しているといえるでしょう。

　現在、府中市では、このようなまちの歴史・特性を踏まえて「ものづくり産業」を活かしたまちづくり

に総合的に取り組んでいます。

繊維産業

　府中地方は、府中市村に福山藩の木綿運上 ( 営業や売上にか

かる税 )所が設置されたように、綿作と加工が盛んでした、宝永

８年 (1711) の『備後郡村誌』によれば、芦田郡では、畑地の

綿作率が 70％の町村をはじめ、14 か村で綿作が行われ、農閑

期副業として「女ハ綿ヲ織｣と記されています。明治中期から織

物業者が、周辺農村の女性に織機を貸し出して賃織を行い、農

家の副業として盛んになりました。女性を工員として雇用する業者

も現われ、小規模織物製造業者が増えて、府中の工業の中核と

なりました。また芦品地方では、明治中期から蚕業指導が進められて生産量も増え、製糸業者が多くな

りました。大正4 年(1915)には機械製糸が始められ、製糸工場がさかんに設立されました。

　染料の原料である藍は、江戸時代末期から芦品地方で栽培されていましたが、加工業者が増え、明

治 22 年 (1889) には府中に備後藍商同業組合が結成されるまでになりました。第一次世界大戦による

好景気で、府中地方の染料産業は著しく発展したものの、織物業では染料が不足しました。

　染料の需要地であったことを背景に、大正５年 (1916)、帝国染料製造株式会社 ( 現日本化薬㈱ )が

硫化染料の製造会社として府中市で創業するなど、硫化染料の製造会社が多く設立され、化学産業の

基礎が築かれました。その後、廃液処理などの関係で、臨海地帯の福山に移行しました。

タバコ( 煙草 )製造

　タバコ( 煙草 )は、江戸時代中期頃に自家用栽培が備後南部で

広がり、文化年間(1804～18)には製造業者も現われるようにな

りました。文政年間(1818～30)に刻みタバコの分業制の新製法

を始め、安政年間 (1854～60) になると、刻み機械を使う製造

業者も増えてきました。この頃、葉タバコの栽培が盛んで「備後

煙草」と呼ばれていましたが、葉タバコは府中に集められ、刻み

タバコに加工され、全国に売り出されるようになりました。明治

剣先水車
　出口川と芦田川が合流する所の中洲「剣先」は、水車小屋が造られ、水車を利用した加工産業が盛んで、

府中の一大工業地であったといいます。具体的には、酒米の精米、絞油、刻み煙草の製造などが行われてい

ました。水車がいつ造られたのかはっきりしませんが、一説には寛永16 年 (1939)頃の芦田川改修の時で

はないかと言われています。

　大正時代には、水車の規模が大きくなり、その大水車が府

中の名物ともなっていたようです。

　また、昭和 10 年 (1935) 頃までは末広橋の下辺りに貸し

ボートがあって、夏には凉を求める人で賑わっていました。

　昭和 20 年 (1945)の枕崎台風で流れた後も、一部修復し

て数年稼働しましたが、電力に取って替わられ、昭和 32 年

(1957)の芦田川改修で中洲そのものが姿を消しました。　
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前期には府中町・出口町で多くの製造所が設立されており、刻みタバコの生産は県内一となっていました。

明治 37 年 (1904) 時点では、府中町を中心に 21 の製造業者があがっています。明治 38 年 (1905)

には煙草専売制のもと、府中に「煙草製造所」(のちにＪＴ府中工場 )が設置されました。

　その後、嫌煙運動などの影響を受けて、平成16 年(2004)に工場は閉鎖し、現在、跡地が「府中学園」

になっています。

ほう　　が
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重文

史跡

天然

木造神像11躯
木造随身像4躯
備後国府跡

久井・矢野の岩海

栗柄町2980

府中市元町字五反田
207番1ほか
上下町矢野
1722-61ほか

南宮神社

府中市・個人
（管理団体府中市）
個人ほか
（管理団体府中市）

平成29年9月15日

平成28年10月3日

昭和39年6月27日

国指定文化財　3件 府中市指定文化財　54件

広島県指定文化財　26件

有文

有文

有文

有文

有文
有文

延藤家住宅洋館
延藤家住宅和館(洞仙荘)
恋しき主屋
恋しき離れ(桔梗の間)
恋しき離れ(菊の間)
恋しき離れ(桐・さつきの間)
恋しき離れ(竹・萩の間)
上下町商工会館
（旧上下警察署庁舎）
桑田家住宅  主屋
桑田家住宅  離れ
桑田家住宅  石垣及び塀
旧片野製パン所
翁座

出口町37-1

府中町564-1
府中町177
府中町178,179-1
府中町178,179-2
府中町179-5
上下町上下883-1

本山町1517-1

上下町上下1090-3
上下町上下岩崎2077

個人

府中市

法人

個人

個人
府中市

平成12年10月18日

平成16年11月8日

平成23年7月25日

平成29年10月27日

平成30年11月2日
令和2年8月17日

国登録文化財　13件

重文

重文

重文

重文
重文
重文

重文
重文

重文
重文
重文
重文

重文
有民

無民

無民

無民
史跡

史跡
史跡
史跡
史跡
天然

天然
天然
天然

金銅仏具（22点）
五種鈴（独鈷鈴・三鈷鈴・五鈷
鈴・宝塔鈴・宝珠鈴）５口,
輪宝１口,輪宝台１口,羯磨４口,
羯磨台４口,六器６口,火舎１口
版本大般若経（600巻）
（付経櫃３櫃）
青目寺塔婆
(１基 五層石塔婆 )
木造日光菩薩立像（１躯）
木造月光菩薩立像（１躯）
日吉神社宝塔
（１基「正和四年五月八日」銘）
木造聖観音立像（１躯）
木造天部立像
（２躯　伝持国天・伝多聞天）
絹本著色釈迦十六善神像（１幅）
五輪塔形曳覆曼荼羅版木（１面）
木造阿弥陀如来坐像(１躯)
石造宝篋印塔
（１基　「正平十」銘）
※正平十年＝1355年
木造薬師如来坐像
階見八幡神社の若宮信仰資料 62点
若宮神像48躯 ,合祀若宮木札
11枚 ,石造若宮霊璽1基 ,祖霊
社棟札2枚 ,附祖霊社1棟
備後府中荒神神楽

弓神楽

矢野の神儀
青目寺跡

伝吉田寺跡
天領上下代官所跡
有福城跡
南山古墳
行縢八幡神社の大木群17株
イチョウ１株 ,ツガ２株 ,カヤ３株 ,
スギ１株,アラカシ３株,エノキ１株,
カゴノキ１株 ,クスノキ２株 ,フジキ
１株 ,ノダフジ１株 ,ムクロジ１株
井永のシラカシ
矢野のケンポナシ
国留のヤブツバキ

元町344

栗柄町2987

本山町1200

本山町1201
本山町1201
本山町85

本山町1201
本山町1201

栗柄町2987
本山町1201
元町344
上下町矢野766

上下町上下445-3
上下町階見2695

本山町
222-１の一部,273
元町619-1・4～10
上下町上下466-1･2・3
上下町有福11-1ほか
上下町水永122-1ほか
行縢町773

上下町井永691
上下町矢野1045
上下町国留515-3

栄明寺

神宮寺

青目寺

青目寺
青目寺
日吉神社

青目寺
青目寺

神宮寺
青目寺
栄明寺
安福寺

吉井寺
八幡神社

備後府中荒神神
楽保存会
井永弓神楽保存会

矢野神儀保存会
本山生産森林組合

金龍寺ほか
府中市ほか
個人
個人 ,府中市
行縢八幡神社

八幡神社
福泉寺
個人

昭和28年8月11日

昭和29年11月11日

昭和30年3月30日

昭和30年3月30日
昭和30年3月30日
昭和32年2月5日

昭和40年4月30日
昭和40年4月30日

平成6年10月31日
平成7年1月23日
平成7年9月21日
昭和38年4月27日

昭和54年3月26日
平成7年1月23日

昭和52年9月14日

昭和46年12月23日
昭和53年１月３１日
（ 国 選 択 ）
昭和51年6月29日
昭和15年2月23日

昭和18年3月26日
昭和16年3月10日
昭和16年3月10日
平成元年3月20日
平成3年12月12日

昭和60年12月2日
昭和60年12月2日
平成7年9月21日

重文
重文

重文

重文

重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文

重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文
重文

重文

重文
有民
無民
無民
無民
史跡
史跡
史跡

史跡
史跡
史跡
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然
天然

大久保弥生式遺跡出土品
宇瓦
（備後国府跡［推定］出土）
木造僧形坐像
（伝青目上人像）
石造五輪塔
（伝うしの塔）
日吉神社府川石鳥居
木造阿弥陀如来坐像
伝吉田寺跡出土品
洞仙焼御神酒徳利
青目寺石造水鉢
坊迫宝塔
常福寺石造水鉢
旧芦品郡役所庁舎
銅鐘
木造薬師如来坐像
紺紙金泥大般若波羅蜜多経
（巻第五百七十）
南宮神社本殿
府中八幡神社末社天満宮本殿
南宮神社鐘撞堂・随身門
日吉神社本殿
金毘羅神社石燈籠
清瀧神社本殿
善昌寺座禅堂
善昌寺鶯張り廊下
安福寺の宝塔
長福寺の無縫塔
国留八幡神社棟札
井永八幡神社大般若波羅蜜多経
（巻第二百八十七）
水永大歳神社大般若波羅蜜多経
(巻第三百九)
元禄検地水帳 14冊
大歳神社大数珠
上下神楽
井永八幡神社祭礼行事
井永神楽
五弓雪窓の墓
大戸直純の墓
幡立山城跡

孝子畠
義農仁兵衛と庄三郎の墓塔
翁山城跡（護国山城跡）
諸毛八幡神社の大スギ
諸毛艮神社のアカガシ
矢野八幡神社のスギ
階見八幡神社のケヤキ
深江のシダレザクラ
井永のエノキ
井永のヒガンザクラ
善昌寺のビャクシン
清芳園のビャクシン
河井のナラガシワ
河井の石灰岩地植生
養源寺のタラヨウ
宇根のトチノキ
合祀神社のシンジュ
矢野（宇根）の火道角礫
岩の露頭

元町１-５
福山市西町2-4-1

本山町1201

本山町109

府川町64
栗柄町1950
元町622
出口町745
本山町1201
元町715-２
鵜飼町201
土生町882-２
元町344
元町344
元町344

栗柄町2980
出口町162
栗柄町2980
本山町761
府中町562
鵜飼町203
上下町上下341
上下町上下341
上下町矢野766
上下町小堀1235-２
上下町国留200
上下町井永691

上下町水永481

上下町水永481

本山町1672-２
出口町45
本山町25-１,185,
出口町84-２
上下町小堀2032-３
上下町矢野1644-３
上下町上下80-1
諸毛町2295
諸毛町2292
上下町矢野1236
上下町階見2695
上下町深江669-３
上下町井永157-１
上下町井永186
上下町上下341
上下町上下676-3
上下町小堀1285-２
上下町小堀1011-2ほか
上下町階見2795
上下町矢野955-１
上下町上下668-１
上下町矢野986-１

府中市教育委員会
広島県立
歴史博物館
青目寺

青目寺

日吉神社
西龍寺
金龍寺
甘南備神社
青目寺
元町財産区
常福寺
府中市
栄明寺
栄明寺
栄明寺

南宮神社
府中八幡神社
南宮神社
日吉神社
金毘羅神社
清瀧神社
善昌寺
善昌寺
安福寺
長福寺
八幡神社
八幡神社

大歳神社

府中市　個人
大歳神社
上下神楽保存会
井永神儀保存会
井永神楽保存会
個人
個人
本山生産森林組合,
元町生産森林組合
小堀二森町内会
安福寺
府中市
諸毛八幡神社
諸毛艮神社
八幡神社
八幡神社
個人
個人
府中市
善昌寺
府中市
個人
個人
養源寺
個人
合祀神社
個人

昭和39年11月5日
昭和39年11月5日

昭和39年11月5日

昭和39年11月5日

昭和39年11月5日
昭和42年2月10日
昭和42年2月10日
昭和44年10月14日
昭和49年9月9日
昭和49年9月9日
昭和49年9月9日
昭和52年12月6日
昭和54年12月25日
昭和54年12月25日
昭和54年12月25日

昭和58年12月6日
平成12年2月14日
平成19年12月25日
平成19年12月25日
平成22年6月25日
平成30年2月19日
昭和40年9月10日
昭和40年9月10日
昭和56年2月17日
昭和56年2月17日
昭和56年2月17日
平成15年2月18日

平成15年2月18日

平成15年2月18日
平成15年2月18日
昭和49年12月13日
昭和51年12月17日
昭和54年4月20日
昭和49年9月9日
昭和49年9月9日
昭和49年9月9日

昭和54年12月11日
昭和56年2月17日
平成8年9月20日
昭和42年2月10日
昭和54年12月25日
昭和58年7月12日
昭和58年7月12日
昭和62年7月24日
昭和62年7月24日
昭和62年7月24日
昭和62年7月24日
昭和62年7月24日
昭和62年7月24日
平成元年12月20日
平成2年6月13日
平成4年9月22日
平成8年9月20日
平成8年9月20日

（令和5年3月31日現在）

※その他、地域を定めず指定されている天然記念物のうち、
　特別天然記念物オオサンショウウオの生息が府中市で確認されている。
※重文…重要文化財　天然…天然記念物

※有文…登録有形文化財

※広島県指定文化財の正式名称：重文…広島県重要文化財　有民…広島県有形民俗文化財
　無民…広島県無形民俗文化財　史跡…広島県史跡　天然…広島県天然記念物

※府中市指定文化財の正式名称：重文…府中市指定重要有形文化財
　有民…府中市指定有形民俗文化財　無民…府中市指定無形民俗文化財
　史跡…府中市指定史跡　天然…府中市指定天然記念物

2021年　   東京オリンピックが開催される

クニが
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備後国府中心部備後国府中心部
金龍寺東地区 建物基壇

ツジ地区 建物跡など伝吉田寺地区 建物跡など

　備後国府の南方に位置する南宮神社本殿に伝えられていた11躯の神像と、随身門に安置されて

いた４躯(２対)の随身像で、平安時代末(12世紀後半)～鎌倉時代前半(13世紀前半)頃にかけての製

作とみられる。

　神像は、高さ42.2～63.3㎝。男神その１～４と女神その１～３は、同じ作者が製作したものと

みられるが、年齢や社会的地位などを作りわけているのが注目される。随身立像は、高さ100.3～

138.5㎝。平安時代のものと、鎌倉時代に製作されたとみられるものの２対がある。

　これらの神像群は、多様な特徴をそなえているのに加えて、出来栄えも水準以上であり、備後国府の

関与があったと考えられる。この地方の神像彫刻を考えるうえで重要な作例として評価されている。

重 要
文化財木造神像11躯

木造随身立像４躯

　昭和42年(1967)以降の発掘調査によって、元町を中心に、ほぼ方一町の区画溝に囲まれた大型

掘立柱建物跡や礎石建物群、苑池、古代寺院など国府の多様な機能を示す遺構群とともに、国産

施釉陶器や貿易陶磁器、官衙関連遺物が多数出土し、国庁こそ未確認ながら、奈良時代～平安時

代の地方政治の拠点「国府」が府中市街地に所在したことが明らかになった。

　平成28年(2016) に、８世紀から12世紀に及ぶ遺構の概要が明らかになった金龍寺東地区及び

ツジ地区が史跡指定された。令和元年(2019)には、国府を構成する施設の一つである伝吉田寺に

関わる８世紀代の遺構が確認され、伝吉田寺地区が追加指定された。

　崩壊した花崗岩が急斜面を転落し、谷に累

積して形成されたもの。長径２～６mの風化し

て角がとれて丸くなった礫が重なり合い、厚さ

７m以上で谷の方向に約100m続いている。巨

礫が支え合って、人が入れるほどの隙間ができ

ており「コウモリ岩」と呼ばれていた。

　底部基盤岩の表面を地下水が流れ、洞口か

らは夏も冷気が噴き出している。

　国府に関わりの深い神社で

12～13 世紀頃の神像も多く残

されている。古代より永く崇敬

され、江戸時代には福山藩の支

援を受けて本殿が再建された。

　神宮寺と合わせて、多くの文

化財を今に伝えている。

国指定文化財 国登録文化財

備後国府跡 天 然
記念物久井･矢野の岩海

平安時代制作

男神その1 男神その2 男神その3 男神その4 男神その5

童子形 随身その1 随身その2 随身その3 随身その4

女神その1 女神その2 女神その3 女神その4 女神その5

鎌倉時代制作

登録文化財制度と登録有形文化財

有 形
文化財

有 形
文化財

有 形
文化財

上下町商工会館（旧上下警察署庁舎） 桑田家住宅  主屋･離れ･石垣及び塀

旧片野製パン所

　登録文化財制度は、平成８
年(1996)に近代の文化財を保
護し、届け出制による緩やか
な規制の下、地域の資産とし

て活かすことを目的に創設された。当初、登録対象
が建造物に限られていたが、現在では、記念物及
び美術工芸品、有形民俗文化財、無形民俗文化財
などにも拡充されている。
　この制度に基づき、国の文化財登録原簿に登録
された有形文化財が登録有形文化財である。登録
有形文化財（建造物）は、建築後50年以上が経過
したもののうち、一定の評価を得たもので、未指定
のものに限られる。

　昭和５年（1930）、上下警察署庁舎として建築された。桁行13m、梁

間7.4mの木造２階建、寄棟造鉄板葺の洋風建物。

　正面中央に張り出した玄関ポーチの上部を塔屋状に立ち上げ、外壁に

２連または３連の縦長窓を左右対称に配置し、鉄筋コンクリート造りの

ような外観を表現している。

　本山町東谷に所在する、地域の人に「頼宗邸」と呼ばれている建造物。

　崖地に高い石垣を築いて建てた主屋は江戸末期の建築で大型農家の

特徴を備え、西側に建つ離れは昭和16年(1941)建築で細部に意匠を凝

らしている。石垣は打ち込み接ぎの精緻なもので、６m超と高く、建物と
ともに地域の景観を特徴付けている。

　上下町本通り角地に東面

して建つ木造平屋一部２階

建の洋風建物で、間口８

間、奥行２間の細長い造り

である。１階は全面店舗で

２階は床付の和室となって

いる。東南二面の外壁はモ

ルタル大壁で一階にアーチ

窓、２階に縦長窓を並べ、

柱形や軒蛇腹、開口周縁の

繰形やレリーフで装飾豊か

に仕上げている。

　恋しきは、江戸時代の石州街道の宿場町にあり、明治５年(1872)に開業した老舗旅館であっ

た。主屋・庭園・離れからなり、明治･大正･昭和を通じ、当時の好みを取り入れた増改築がなさ

れ、幾つもの時代が重層しているところにこの建物固有の価値がある。

　主屋は一部３階建て、変化に富んだ外観を構成し、町並み景観上際だっている。そして、庭園

を囲むように茶室を設けた４棟の離れが点在しており、風雅な外観を見せている。離れは全て

平屋建てで、桔梗の間、菊の間は野趣に富んだ数奇屋風、桐･さつきの間は堂々とした構成をも

ち、竹･萩の間は、数奇屋風の軽快で風雅なつくりである。

　主屋：明治初年、明治末･大正･昭和初期頃増築

　離れ（桔梗の間）：大正初期　　　　 離れ（菊の間）：大正初期

　離れ（桐･さつきの間）：大正期　　　離れ（竹･萩の間）：昭和22～23年(1947～1948)頃

もく ぞう しん ぞう

びん　ご こく  ふ　あと く　い　 や　の　　　がんかい

恋しき主屋･離れ 4棟 有 形
文化財

こい　　　　　おも　や

有 形
文化財延藤家住宅洋館･和館（洞仙荘）

　昭和６年(1931)、南面する傾斜地に別荘施設と

して建築された。木造２階建。和館部とその玄関脇

に建つ応接用の施設である洋館部からなる。

　和館部は２階建ての主体部と渡り廊下で接続さ

れた離れからなり、洋館部は１階を擬石塗り、２階

をハーフティンバーとし、南面にベイウィンドウを設

け、西面には１階に出窓を造り、その上を２階バル

コニーとしている。

のぶ とう け じゅうたくよう かん　　 わ　かん　どう  せん そう 

じょう げ ちょうしょうこう かい かん くわ　だ け　じゅうたく　　　しゅ おく　　はな　　     いし がき　　　　　へい

きゅうかた の せい　　　　　しょ

とう ろく ゆう けい  ぶん  か  ざいとう ろく  ぶん  か   ざい せい   ど

もく ぞう ずい じん りゅう ぞう く

く

く

ぎ　せき　ぬ

す　き や ふう

けたゆき よりむねてい

のき じゃ ばら

くりかた

ま よせむねづくり

とう や  じょう

はり

有 形
文化財翁座

　江戸時代に石州街道の宿場町として栄えた上下町上下に所在する。昭

和２年(1927)に開館した木造2階建ての劇場建築。吹抜の２階にコ字型

に巡る桟敷席、勾配のある畳席、擬宝珠高欄、折り上げ格天井など、近

世の芝居小屋の空間をよく残している。戦前の木造劇場建築は中国地方

で唯一の現存例。

おきな   ざ

げきじょうけんちく

さ じき せき ぎ   ぼ   し  こうらん ごうてんじょう

く ずいじんぞう

えん ち

か　こう がん

きょ　

れき

どうこう

かん がせ ゆうとう き ぼうえきとう じ き

史 跡
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重 要
文化財

　青目寺本堂右の収蔵庫北

に所在。現高2.08m花崗岩

製。

　基礎の正面に「正応五年

（1292）二月二十八日、願

主源□」の銘文が陰刻して

あり、初重軸部（塔身）に

は、四面に胎蔵界四仏の種

子を薬研彫りで刻んでい

る。各笠とも軒は厚く、真反

りに造られており、鎌倉期

の特色をよく現している。

　興福寺において刊行された、春日版とよばれ

る大般若経600巻のひとつである。この版本

大般若経は、応永25～29年(1418～22)にか

けて、僧中高の発願により、南宮神社へ奉納さ

れたことが櫃の蓋に記されている。600巻全

部が保存され、原則どおり200巻ずつ３櫃に

納められ、櫃が経巻と同時代のものであるの

は、極めて少なく貴重なものである。

　五種鈴(独鈷鈴･三鈷鈴･五鈷鈴･宝塔鈴･宝珠

鈴)は和様のもので、鈴の頂部に八葉蓮弁の座

を作り、胴に二段の帯をめぐらしてある。他に

輪宝１、輪宝台１、羯磨４、羯磨台４、火舎１、

六器６がある。

　室町時代製作の古い密教仏具が、栄明寺に一

括具備して保存されており、大変貴重である。

木造日光菩薩立像 重 要
文化財

重 要
文化財青目寺塔婆(五層石塔婆)

重 要
文化財

重 要
文化財

重 要
文化財

日吉神社宝塔（「正和四年五月八日」銘）

木造天部立像

木造阿弥陀如来坐像

木造聖観音立像

五輪塔形曳覆曼荼羅版木絹本著色釈迦十六善神像

重 要
文化財

重 要
文化財

重 要
文化財

版本大般若経
重 要
文化財

(600巻)(付経櫃3櫃) 

木造月光菩薩立像

行縢八幡神社の大木群南山古墳有福城跡

史 跡 史 跡

史 跡 史 跡

史 跡天領上下代官所跡伝吉田寺跡青目寺跡

矢野の神儀弓神楽備後府中荒神神楽 無形民俗
文化財

無形民俗
文化財

無形民俗
文化財

天 然
記念物

重 要
文化財

重 要
文化財 階見の若宮信仰資料木造薬師如来坐像石造宝篋印塔（「正平十」銘） 有形民俗

文化財

　一木造りで像高88㎝、平安時代初期の作で

ある。本像は木地に布を貼り、その上に漆を

塗った乾漆像であるため、衣文の彫りがやや浅

く見える。今は剥落しているが、金箔を施して

あったと伝えられる。

　日吉神社本殿の右後方

の基壇上に所在。高さ約

1.5m の花崗岩製。

　基礎の一面に「正和四

年 (1315) 五月八日、勧

進沙門、玄真」の刻名が

あるが、現在はほとんど

判読できない。塔身の首

部上面に、深さ12.5 ㎝のくり込みがあり、こ

の中に納経してあったものと思われる。基礎

の下には備前焼の甕が埋められていた。

　この荒神神楽は、府中

市近在の社家に伝承され

てきたものを、明治初年

に若連中が神楽人として

伝授し、現在に至ったも

ので、7年目毎の年番神

楽として一応の体裁を備

えている。中心をなす演

目は、荒神社の式年神楽

において行われるもの

で、多くは一種の秘伝として取り扱われている。

その曲目は、手草舞、剣舞、折敷舞、悪魔祓、造

花、龍神舞、布乃舞、焼石神事の９曲である。

　亀ヶ岳山頂周

辺にあった山上

伽藍跡。寺伝に

よると、延喜年

間(901～923）

には、山頂に４

坊、周辺山腹に11寺を従えるほど隆盛していた

が、度重なる火災などによって次第に衰退し、

現在地（青目寺）に焼失をまぬがれた仏像を移

したと伝わっている。

　平成７年（1995）以降、継続的に調査を進

め、中御堂、西御堂、北御堂、東御堂、南御堂な

どの建物遺構を確認している。

　社殿の周辺に、ツ

ガ、カヤ、アラカシ、

シラカシ、ヤブツバ

キなどがかなりの大

木となって成育して

おり、低木層に見ら

れるシキミ、シロダ

モ、アオキ、ネズミ

モチなどとともに、一部に中間帯自然植生の名

残を留めている。群落としては不完全である

が、大木がまとまって生育し、分布生態の上で

興味深い樹木を含んでいることは、学術的に価

値が高い。

　弓神楽は、弓祈祷、神弓祭、内神楽ともよば

れ、かつては広島県東部の備後一円に行われ

ていた。地域共同の荒神祭、私的な宅神祭に

演奏される。神座の前に揺輪を据え、弓を結び

つけ、銅拍子･笛の合奏で弦を打ち鳴らしなが

ら、祭文をとなえ土公神を祭り、五穀豊饒と家

内安全を祈る神楽である。

　矢野一円の住人は洩れなくこの神儀に参加

する。大太鼓･小太鼓･笛･鉦･ほら貝の音にのせ

て、唐うちわ･毛槍･羽熊などうちたて、屋形を

担ぎ、須佐神社（祇園社、三次市甲奴町小童）

に繰り出し、奉納する。行列の神儀練りと庭打

ちは、勇壮にして華やかである。毎年７月第３

日曜日に行われている。

　市街地北縁、金龍寺（元町）の南面に位置す

る。飛鳥時代から平安時代の寺院跡である。

昭和43年(1968)の発掘調査で乱石積の塔基

壇と講堂基壇の一部が検出されている。

　遺跡現地にある金龍寺には塔の心礎といわ

れる石が伝存している。

　旧上下町役場跡に位置する。元禄11年(1698)

の水野家断絶後の検地によって、旧福山藩領は

15万石とされ、５万石分が幕府領へ編入さ

れ、上下に代官所が置かれた。享保２年

(1717)、幕府領のうち２万石分が豊前中津藩

領となり、上下代官所は石見大森代官所の出張

陣屋と改められて、幕末まで存続した。

　横穴式石室を内部主体とする前方後円墳。

全長は22.5mで、後円部は直径約14.5m、高

さ約４m、後円部の東南に長さ約８m、幅約

10m、高さ約1.5mの前方部がとりついてい

る。石室の平面が羽子板状をなし、奥に向かっ

て右側に立柱状の石を設置しているのが特

徴。出土遺物はほとんどないが、６世紀の終わ

りごろの築造と推定される。

　本丸は約50m×20mの規模である。四方へ

延びる丘陵尾根には大小の郭、斜面には堅堀

などを構える。建武３年（1336）、竹内兼幸は

南朝方として有福城に立てこもったが、北朝方

の山内氏・長谷部氏などの攻撃を受け敗れた。

また、天正９年（1581）に有福元貞が毛利輝

元から「有福要害」の普請と番衆の入城を命じ

られたことが確認される。

　一木造りで背刳りが施さ

れている。像高117㎝、平安

時代初期の作であるが、両

腕は後補されている。本像

は青目寺が山上に栄えてい

た頃の、いずれかの御堂の

本尊であったと考えられ

る。
　一木造りで像高117㎝（伝持国天）、118㎝

（伝多聞天）でともに平安時代初期の作であ

る。持国天、増長天、広目天、多聞天の四天王

の内２躯で、持国天、多聞天との伝承はあるが、

両腕が後補されているため確定はできない。

　像高71.7㎝。割矧造

りで、頭･体とも前後に

２材を合わせ、漆塗した

上に金泥を塗っている。

螺髪は切付螺髪であ

る。像の各部が彫刻的

均合を保ち、勇健な表

現となっている。

　全国的に見ても鎌倉時

代前半期を代表する傑

作である。栄明寺所蔵。

　釈迦十六善神像は「大

般若経」を転読する大般

若会の時の本尊として懸

用されたものである。　

　縦210.0㎝、横81.5㎝

を測り、画像の特徴から、

宋元風の影響が強く、南北

朝時代末期から室町時代

初期の作と考えられる。

セットになる大般若経600

巻が現存しており、全国的

にも稀少な例である。

　曳覆曼荼羅とは棺に納めら

れた遺体を覆う白布に曼荼羅

を描いたもので、それを印刷す

るための版木が青目寺に伝わっ

ている。

　寺伝によると「正元元年

(1259)四月二十八日」の年号

が刻まれていたようである。い

まは判読できないが、図像など

から鎌倉時代製作と考えられる。

　室町時代以前の版木は全国で５例しか確認され

ておらず、全国でも最古級のものと推測される。

　青目寺は、もともとは市街地北方

の亀ヶ岳周辺に存在した寺院で、寺

伝によると、延喜年間(901～ 923）

には、山頂に４坊、周辺の山腹に 11

寺を従えるほど隆盛していたが、た

び重なる火災などによって次第に衰

退し、寛保３年(1743)に現在地に焼

失をまぬがれた仏像を移したと伝わ

っている。

　一方、日吉神社は、青目寺の守護

神として近江から勧請されたといわ

れている。

　市内の指定を受けた有形文化財の

うち、約３割が青目寺と日吉神社に

関係したものである。

安福寺の宝塔
　宝篋印塔は、高さ1.3m

の花崗岩製。塔身に

は、金剛界四仏の種子

が、基礎の裏面には「正

平十年(1355)」の南朝

年号が刻まれている。

県内でも数少ない南北

朝期の石造物である。

　宝塔は、高さ2.35m

の花崗岩製。刻銘なく

造立年代は不明。

　木彫寄造り、像高

149㎝、鎌倉時代後期

（13世紀）作の半丈六仏

である。彩色は江戸時

代のものと思われる。

　上下代官所の初代代

官曲淵市郎右衛門が病

気平癒の霊験に浴し、

北方約１㎞の吉井谷か

ら吉井寺に移祭したと

伝えられている。

　甲奴郡地方の若宮信仰は、亡くなった人の霊

を氏神とともに祀る祖霊の信仰である。高さ18

～30㎝の神職姿の立像･座像の若宮神像48体

（享保18年（1733）から文政９年（1826）頃

の間に制作）、石造若宮霊璽１基、家ごとの若宮

木札11枚、祖霊社再建棟札２枚が、それらをおさ

める祖霊社社殿を含めて一括指定されている。

広島県指定文化財

金銅仏具(22点)
こん どう ぶつ　ぐ はんぼんだいはんにゃきょう　　　　　　　　　　きょうびつ せきぞうほうきょういんとう　    しょうへい

あんぷく　じ　　　ほうとう

もくぞう やく  し  にょ らい  ざ  ぞう しな  み　　   わかみやしんこう  し  りょう

びん　ご　ふ　ちゅうこう じん かぐ ら ゆみ かぐ  ら や   の　　    じん　ぎ

しょうもく　じ　あと でん よし  だ   でらあと てんりょうじょうげ  だいかん しょ あと

ありふく じょうあと みなみやま  こ　ふん むか ばき はち まん じん じゃ

もく ぞう にっ こう  ぼ さつ りゅう ぞう

もく ぞう がっ こう  ぼ さつ りゅう ぞう

ひ　よし じん じゃ ほう とう

もく ぞうしょうかんのんりゅうぞう もく ぞう てん  ぶ  りゅうぞう

ご りん とう けい ひきおおいまん  だ   ら   はん ぎ

しょうもく　じ　とう　ば

けんぽんちゃくしょくしゃ か じゅうろくぜんしん ぞう もく ぞう　あ 　み 　だ 　にょ らい  ざ ぞう

どっ こ れい さん こ れい

かつ ま

たいぞうかい

しん ぞ

えん ぎ
いちぼくづく せ　 ぐ

じ こくてん

じ こくてん

た  もんてん

たもんてんぞう ちょう てん

わりはぎ

こんでい

ら   ほつ

ひきおおいまんだ   ら

こうもくてん

ぽうかん

かんしつぞう

かつ ま だい

ほうとうれい ほうじゅ

こんごうかい し  ぶつ

おしき まい

が　 らん

しん そ

ゆり　わ ひ　ち

かね

も

はんじょうろくぶつ

よし　い　じ

れい　じ

ご  こ れい

れい
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国留のヤブツバキ矢野のケンポナシ井永のシラカシ 天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

　クロウメモドキ科の落葉高木。花柄部が肉質

に肥大してナシのような味がするので、子ども

たちが好んで噛んでいたという。

　国留の丘陵上にあるツバキ科の常緑中木。

樹形、樹勢ともに見事で、毎春、枝一面に赤い

花を咲かせる。

　神木として崇められてきたブナ科の常緑高

木。樹幹は空洞になっているが、表皮から新し

い枝が出て樹勢は旺盛である。

　芦田川南岸の茶臼山山麓（栗柄町）に位置す

る大久保遺跡の出土品。昭和53年（1978）の

発掘調査で弥生時代から古墳時代初期の住居

跡や包含層が検出された。出土品には、壺･鉢･

高杯･甑形土器などや鉄鎌･玉類がある。

　旧広谷小学校（鵜飼町）南の水田で発見され

た均整唐草文軒平瓦。

　青目寺西方の山中に

所在。総高1.4m、花崗

岩製で大形のもので

ある。火輪（笠）の勾

配がゆるく、軒は厚く

真反りに造られ、水輪

が太鼓状の形態をする

など、古式を示してお

り、鎌倉時代前期頃の

ものと推定され、県内

では最古の部類に入る

と思われる。

　青目寺本堂内に安置

されている僧形像。寺

伝により、開祖青目上

人の像といわれてい

る。像高79㎝、膝張

56㎝の一木造りの座

像で、写実的手法によ

り、素朴な表情をよく

現し、のびのびした作

風が室町時代の特色

を表している。

　昭和17年(1942)の発掘調査で出土した、男

性の顔をヘラ描きした丸瓦や藤原宮式の軒丸

瓦など。

　高さ42㎝、胴廻り21㎝の洞仙焼の徳利で甘

南備神社に奉納されたもの。徳利の前面に「奉

納」、後面に「天保六未四月、宮内屋新五郎、

土生屋新右衛門、九州肥後宇土郡菊助」の銘

がある。

　この徳利により、天保６年(1835)にはすで

に洞仙窯が開窯されていたこと、また当時の陶

工の名も知ることができる。

　栗柄町安江の観音堂

に所在。像高86㎝、ヒ

ノキ材の寄木造り。豊

満で温和な表情や堂々

たる風格を漂わせる姿

が定朝様を彷彿とさせ

る。平安時代後期の製

作と推定される。

　かつてこの地に所在

した「安衛寺」の本尊

だったと伝えられる。

宇瓦（備後国府跡［推定］出土）大久保弥生式遺跡出土品

日吉神社府川石鳥居石造五輪塔（伝うしの塔）木造僧形坐像（伝青目上人像）

洞仙焼御神酒徳利伝吉田寺跡出土品木造阿弥陀如来坐像

常福寺石造水鉢坊迫宝塔青目寺石造水鉢
　常福寺本堂前にある。高

さ91㎝の花崗岩製。鉢は八

角形で、側面に蓮華文を刻

み出してある。竿の高さ63

㎝で、角の中ほどを深く削い

である。正面に「奉寄進手

水所一器□□□」「檀那□

万歳栄盛當者也」、左側面に

「□□不退□者也」、その左下に「五□左

衛」、２行目に「天文十一（1542）壬寅年十一

月吉日」の刻銘がある。背面には「尾道住大工

左衛門」と刻まれ、尾道石工の作製が確認でき

る県内最古例である。

　本殿は五間社の入母屋造りで、県内でも例が

少ない。桁行三間、梁間一間の身舎の四周に庇

を設けた三間四面庇の平面形式の発展型と考え

られ、妻戸や連子窓を設ける形式は、新市町の

吉備津神社本殿（国重要文化財）と共通する。

両社とも入母屋造りに千鳥破風と唐破風を設け

ている点が注目される。建築様式から、17世紀

中頃のものと考えられる。保存状態は非常に良

く、一部が後補材となる以外はよく残っている。

　青目寺境内所在。

現高95㎝の花崗岩

製。

　鉢は八角形で側面

に蓮華文を刻み出し、

竿の高さは60㎝で下

半分の角を削いであ

る。正面は「□為□二

世也」、左側は「天文

二四（1555）乙卯八月日」と判読できる。

　常福寺（46）同様、備後地方特有の形式をも

つ水鉢である。

　元町の丘陵上に所在。高さ1.34m、花崗岩製。

勾欄造りで、塔身軸部には縁板状の造出しが施

されている。笠石の勾配はややゆるく軒反りは少

ない。相輪は折損した残部が立てられている。

　南北朝時代頃の製作と推測される。

　高さ134㎝、口径74㎝の青銅製の梵鐘。

　元禄４年（1691）、栄明寺第十九代翁阿上人

の発願により、御調郡海裏邑（現在の世羅町宇

津戸）の鋳物師丹下甚兵衛実次が造ったと銘文

にある。現存する丹下氏作の梵鐘としては、甲

山今高野山の寛文７年（1667）銘のものに次い

で古いものと思われる。栄明寺の鐘楼にある。

　明治36年（1903）頃に唆工した旧芦品郡役

所庁舎。府中町一番地に建っていた。昭和52年

（1977）に、市民運動により保存移築された。

現歴史民俗資料館。

　登録文化財制度が出来る以前に市の指定文化

財となっていた近代遺産。詳しくは27ページ。

　大般若波羅蜜多経600巻のうち、第570巻

の写経である。紙巾25㎝、全長832㎝の紺紙

で巻子本に作られている。書は金泥（金粉とニ

カワを混合したもの）により、藤原期のやわら

かみのある和様の筆写体で書かれており、見返

しには、釈迦説法の場面が描いてある。

　栄明寺の本尊としてまつられている。像高

48㎝、膝張38㎝の寄木造りである。身体法衣

に漆塗りをし、その上へ金箔をはってあった

が、現在はほとんど剥落している。保存もよ

く、南北朝期の様式をよく表している。

　府中八幡神社は八尾山城の守護神であった

と伝えられるが荒廃したため、地元住民が現在

地へ社殿を再興した。当時21年かけて募金を

集め、元禄５年（1692）に建立した本殿が、天

満宮に転用されて現存している。この地方によ

く見られる本殿形式で、最古級のものである。

建立当時の部材がよく残っている。

　鐘撞堂は、方一間の切妻造り、本瓦葺。本殿とほぼ同時期、17世紀中頃の建立と考えられる。鐘

撞堂は、神仏習合時代には多くの神社にあったが、明治の神仏分離令により破却されたため、神社

境内にあるものは極めて少なく、歴史的価値が高い。方一間の四方吹放ちの形式として、比較的古

い建物であることも重要である。

　随身門は、瓦葺きで三間一戸の八脚門。貞享４年（1687）に建立されたという記述が残ってお

り、建物の様式からみても、その頃の建立と考えられる。また、神像が２組残っており、以前は随身

門が２ヶ所あったと思われる。

木造薬師如来坐像銅鐘旧芦品郡役所庁舎

府中八幡神社末社天満宮本殿

南宮神社本殿紺紙金泥大般若波羅蜜多経
（巻第五百七十）

南宮神社鐘撞堂･随身門

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

　府川町に所在

する日吉神社の鳥

居。現高3.73m、

花崗岩製。

　元文年間(1736

～41)頃に暴雨風

雨で倒壊した後、

宝暦10年（1760）に旧材の一部を再利用して再

建したもの。島木の中央と右端の材と貫の両

端の材が創建当初の材と推定される。転びが

なく柱が垂直に立つことや島木が直線的なこ

となど古い様相が見られる。鎌倉時代末期か

ら室町時代前期頃の創建と考えられる。

い  なが や    の くに どめ しょうもく  じ  せき ぞう みず ばち ぼう ざこ ほう とう じょうふく じ せき ぞう みず ばち

きゅう あ  しな ぐん やく しょちょう しゃ どうしょう もく ぞう やく  し  にょ らい  ざ  ぞう

こん し きんでいだいはん にゃ は ら みっ  た  きょう なん ぐう じん じゃ ほん でん

ふちゅうはちまんじんじゃまっしゃてんまんぐうほんでん なんぐうじんじゃ かね つき どう　ずい しん もん

う かわら

ひ よし じん じゃ ふ かわ いし どり い

どう せん やき お   み   き とっく り

おお  く    ぼ  や   よい  しき　い  せきしゅつ ど  ひん

せき ぞう  ご  りん とう

でん よし  だ　でら　あとしゅつ　ど　ひん

もく ぞう そうぎょう ざ  ぞう　でんしょうもくしょうにんぞう

もく ぞう  あ   み  だ   にょ  らい  ざ  ぞう

こしき

やす　え

よせ　ぎ　づく

じょうちょうよう

きんせい

こうらん

かさいし

そうりん

うづ と むら

よせ ぎ づく

いり も  や づく

ち どり は  ふ

かねつきどう

から は  ふ

ひさし

こうはい

府中市指定文化財
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史 跡

史 跡史 跡史 跡

史 跡 史 跡

清瀧神社本殿金毘羅神社石燈籠日吉神社本殿
　金毘羅神社境内にある

19世紀の石造の燈籠。

現高8.38m（約３丈）、

笠石は一辺2.62mで約４

畳半の広さがある。

　文化７年（1810）、

讃岐の金比羅宮を遥拝

するため三浦堪右衛門

が発起したとされる。

天保５年（1834）に着工、天保12年（1841）

に完成した。建立に関係する古文書や石碑も

残っており、当時の府中の総力を挙げて完成し

た大事業であったことを現在に伝えている。

　三間社の入母

屋造りである。正

面三間に内開きの

蔀戸、側面前方一

間に方引板戸を設

け、四面に縁を廻

らす。彩色はされていなかった可能性が高い。

　寛永10年（1633）及び元禄16年（1703）に

社殿再建の棟札があるが、様式的に元禄より少

し新しい享保年間（18世紀前半）建立のものと

考えられる。平成４年（1992）の解体移築で

は、全ての部材をそのまま使用し、当時の材が

すべて残っている。

長福寺の無縫塔善昌寺座禅堂

水永大歳神社大般若波羅蜜多経井永八幡神社大般若波羅蜜多経国留八幡神社棟札

上下神楽大歳神社大数珠元禄検地水帳 14冊

五弓雪窓の墓井永神楽井永八幡神社祭礼行事
　備後神楽を継承する

もので、９月14日の豊

饒祭(放生会)と、例大

祭年２回に奉納する。

　11月３日の例大祭の前夜、３組の神儀組によ

る神殿入りがある。竿頭提灯を連ね、太鼓･銅

拍子･笛で道中楽を奏し、宮入り、庭打ちをす

る。３日は神儀が奉納され、屋台･花鉾が行列

に加わり宮入りをする。

　五弓雪窓は、学問、

特に史学を究め、多く

の著述がある。また、

福山藩校誠之館の分

校として府中郷学を設

立し、この郷学が小学

校として移管した後

は、家塾を開き、多く

の子どもの教育に専念

した人物である。

　幡立山城跡は､

亀ヶ岳の西、標

高約490mの山

頂に築造された

中世山城。1郭

は約30mの長さ

で、その南に郭が展開する。1郭西寄りには、幡

を立てて通信連絡をしたと伝えられる、幡立岩

という巨石がある。

　幡立山城の南下方には、杉原氏の居城と伝

わる八尾山城が存在する。最高所の主郭から

八方に延びる尾根に小郭を配し、北側の尾根

は堀切などで遮断している。

　大戸直純は、浦上盛栄と共に塾を創立し、多

数の子どもを教育した。また、福山藩内では最

初に社倉を創設するとともに、福山義倉にも出

資して福祉事業を行なった人物である。

　小堀村の市松は、父庄三郎へ孝養を尽くした

として、寛政5年（1793）に幕府から褒賞され、

市松には銀５枚、父庄三郎には一日米５合宛を

生涯賜った。これを顕彰し、寛政7年（1795）こ

の碑を建立したと伝わる。

　胸高周囲5.2m、樹高31mで、府中市第一の

巨樹である。落雷により樹の上部が枯死し、樹

全体が弱っているのが惜しまれる。

　比高160mの傾斜急峻な山頂に、約70m×

15mの本丸を構え、周囲に延びる尾根には大

小の郭、斜面には堅掘などを配置する。『平家

物語』で有名な長谷部信連の末裔といわれる

長谷部元信の築城と伝わる。

　延宝４年(1676）、矢野小田辺に住んでいた

仁兵衛・庄三郎の兄弟が、不作による年貢軽減

を福山藩に直訴して打首となった。それを顕彰

しこの墓塔を造立したと伝えられる。

　二株のうち一株が落雷で損傷、補修してきた

が、平成17年（2005）に伐採整理された。残っ

た一株の樹勢は旺盛である。

　胸高周囲3.82m、樹高16m、地上1.7mで二

又に別れ、一方が地上2.7mでさらに五本に分

岐し、枝張りも良く樹勢の強い、県内有数の巨

樹である。

　ニレ科の落葉高木。巨大な斜幹と秋の紅葉

はことさらに見応えがあり、古くから鎮守の森

の神木として崇められてきた。

　鵜飼町に所在する清瀧神社の本殿で、桁行

三間、梁間二間の入母屋造りの建物。

　建築様式から17世紀中頃（1650～80年

頃）に建立されたとみられ、市内では南宮神社

本殿と建立時期をほぼ同じくする建物である。

内陣は18世紀前期、向拝は19世紀に増築され

ている。

　長福寺墓地にある歴代住職の無縫塔（塔身

が卵形の墓塔）のうちの１基。結晶質石灰岩

（小米石）製で、高さ90㎝、基礎正面に、「当

山中興開山暹用和尚天正八年庚辰(1580)林

鐘」とある。

　備後神楽の伝統を保持し、その基本である

儀式舞（神事式という）･能舞･五行祭を完全に

演奏できる。

　大般若波羅蜜多経600巻のうち、第287巻

の写経。全長885㎝、紺紙に金泥で書かれ、見

返しには釈迦説法図が描かれている。

　第309巻の写経。もとは井永八幡神社所蔵

であったが、嘉永７年（1854）、大歳神社に八

幡神を分祀した際、写経も分けたと伝わる。

　安政４年（1857）、再調の大数珠は288個

の珠があり、全長12.12mである。雨乞いに用

いられ、水永の全戸が集合して大数珠を繰りな

がら念仏を唱えていた。

　座禅堂は一間四面の方形堂で、正中年間（1324～26）建立と伝えられている。背面頭貫木鼻や外

回りの円柱に創建時と思われる部材が残っている。県内でも数少ない禅宗仏堂として貴重である。

　鶯張り廊下は、独特の技法により本堂廊下を歩くと音が出るようになっている。永禄４年

（1561）、京都から高橋家次を招聘して本堂を再建したと伝わる。

　国留八幡神社には24

枚の棟札が保存されてい

るが、明応５年(1496)

と、天文16年(1547)の

本殿再建棟札が指定され

ている。

　元禄12年（1699）、岡山藩により実施され

た検地台帳。上下村３冊、矢多田村１冊、水永

村１冊、岡屋村１冊、二森村１冊、小掘村３冊、

小塚村１冊、有福村３冊がある。

孝子畠幡立山城跡大戸直純の墓

諸毛八幡神社の大スギ翁山城跡（護国山城跡）義農仁兵衛と庄三郎の墓塔 天 然
記念物

階見八幡神社のケヤキ矢野八幡神社のスギ諸毛艮神社のアカガシ 天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

重要有形
文化財

有形民俗
文化財

無形民俗
文化財

善昌寺鶯張り廊下

（巻第二百八十七） （巻第三百九）

無形民俗
文化財

無形民俗
文化財

ひ  よし じん じゃほん でん こん  ぴ    ら  じん じゃ いし とう ろう せいりゅうじんじゃ ほんでん い  なが はちまん じん じゃさい れいぎょう じ い  なが かぐ ら ご きゅうせっそう　　 はか

おお  と  なお ずみ　　 はか はたたてやまじょうあと こう  し  ばた

ぎ  のう   に    へ   え　 　しょうざぶ ろう　　   ぼ   とう おきなやまじょうあと　 　ご  こく さんじょうあと もろ  け  はち まん じん じゃ

もろ  けうしとらじんじゃ や    の はち まん じん じゃ しな  み   はちまんじんじゃ

ぜんしょう じ    ざ  ぜんどう

ぜんしょう じうぐいすば　 　ろう　か

ちょうふく じ　　     む  ほう  とう

くに どめ はちまん じん じゃ むな ふだ い ながはちまんじんじゃだいはんにゃ は ら みっ た きょう みずながおおとしじんじゃだいはんにゃ は ら みっ た きょう

 げん ろく けん ち  みずちょう おおとしじん じゃ おおじゅ  ず じょう げ  かぐ  ら

いり も

いり も  や づく

しとみど

ようはい

かしらぬき き ばな

しょうへい

や　づく
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諏訪谷古墳
医光寺谷遺跡
行縢八幡神社遺跡
向畑窯跡
小林山城跡
古殿古墓
松林寺古墓
小谷遺跡
西崎遺跡
和田古墓
玉禅寺古墓
山根古墳
郷空古墓
重信古墳
郷上大師堂
中間古墳
曽根田遺跡
安全寺古墓
楢崎城跡
宮本古墓
久佐八幡神社遺跡
権現第 1号古墳
権現第 2 号古墳
下永野古墳
永野古墓
諸毛本郷古墓
諸毛本郷第 1号古墳
諸毛本郷第 2 号古墳
諸毛本郷第 3 号古墳
堂ヶ原古墳
堂ヶ原遺跡
後谷遺跡
長者原遺跡
二本木遺跡
三室山盤座
甘南備神社北遺跡
甘南備神社遺跡
甘南備神社南遺跡
神田耕地遺跡
片山遺跡
尾立山第 1号古墳
尾立山第 2 号古墳
尾立山第 3 号古墳
尾立山第 4 号古墳
尾立山第 5 号古墳
黒金塚古墳
羽中遺跡
新宮神社北遺跡
羽中南遺跡
辻高居西遺跡
辻高居東遺跡
洞仙焼窯跡
出口新町遺跡
辻横田遺跡
鳥羽遺跡
仲谷遺跡
チョコシ遺跡
加一遺跡
青目寺跡
常城跡推定地
旗立山城跡
亀ヶ岳遺跡
青目寺観音堂遺跡
うしの塔古墓
八尾山城跡
竹田峠古墳
峠の坊遺跡
諏訪神社遺跡
竹田古墳
西谷遺跡
石垣古墳
石垣遺跡
日吉神社遺跡
日吉中谷古墳
助宗古墳
本山古墳
伊勢地岡遺跡
伊勢地遺跡
宝泉坊古墳
宝泉坊遺跡
ヒランマル第 1号古墳
ヒランマル第 2 号古墳
松山古墳
門田 A 遺跡
門田第 1号古墳
門田第 2 号古墳
中山遺跡
下辻遺跡
下才田遺跡

包含地
包含地
包含地
窯跡
城跡
墳墓
墳墓
包含地
包含地
墳墓
墳墓
古墳
墳墓
古墳
祭祀跡
古墳
包含地
墳墓
城跡
墳墓
包含地
古墳
古墳
古墳
墳墓
墳墓
古墳
古墳
古墳
古墳
墳墓
包含地
包含地
包含地
祭祀跡
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
包含地
包含地
官衙？
集落？
窯跡
官衙など
官衙など
包含地
包含地
包含地
包含地
寺院跡
城跡
城跡
包含地
寺院跡
墳墓
城跡
古墳
包含地
包含地
古墳
包含地
古墳
集落
祭祀跡･他
古墳
古墳
古墳
包含地
不明
古墳
包含地
古墳
古墳
古墳
墳墓
古墳
古墳
墳墓
包含地
包含地

古墳
古代
弥生･古代
近世
中世
中世
中世
弥生
古墳･古代
中世
中世
古墳
中世
古墳
近世
古墳
弥生
中世
中世
中世
中世
古墳
古墳
古墳
中世
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
弥生～古墳
弥生
古代～中世？
中世
古代
不明
弥生～中世
古代
弥生･中世
弥生
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
弥生～中世
中世？
弥生･古代
古代
弥生･古代
近世
古代
古墳～中世
弥生～中世
中世
弥生･古代
中世
平安～室町
古代
中世
古代
中世～近世
平安～鎌倉
中世
古墳
不明
古代
古墳
古代～中世
古墳
弥生･古代
平安～中世
古墳
古墳
古墳
古代
古墳･古代
古墳
古墳～中世
古墳
古墳
古墳
弥生･古代
古墳
古墳
弥生？
弥生･古代
弥生～中世

横井遺跡
前原遺跡
上前原遺跡
前原古墳
藪堂遺跡
川崎遺跡
法全坊遺跡
下川辺遺跡
河面谷古墓
番蔵古墓
番蔵第 1号古墳
番蔵第 2 号古墳
盾石遺跡
段ヶ市古墓
段ヶ市遺跡
段ヶ市丸山古墓
矢谷第 1号古墳
矢谷第 2 号古墳
矢谷第 3 号古墳
矢谷第 4 号古墳
坂本第 1号古墳
坂本第 2 号古墳
三郎丸観音谷第 1号古墳
三郎丸観音谷第 2 号古墳
三郎丸観音谷第 3 号古墳
三郎丸観音谷第 4 号古墳
三郎丸観音谷第 5 号古墳
三郎丸観音谷第 6 号古墳
土井の下古墓
山の神古墳
三郎丸古墓
伝吉田寺跡
金龍寺東遺跡
門田池南遺跡
ドウジョウ遺跡
砂山遺跡
門ノ前遺跡
六地蔵遺跡
坊迫 A 遺跡
坊迫 A 第 1号古墳
坊迫 A 第 2 号古墳
坊迫 A 第 3 号古墳
坊迫 B 遺跡
坊迫 C 遺跡
坊迫宝塔
池ノ迫遺跡
池ノ迫第 1号古墳
山の神遺跡群
山の神第 1号古墳
山の神第 2 号古墳
山の神第 3 号古墳
山の神第 4 号古墳
池ノ迫奥遺跡
ホリノ河内遺跡
ツジ遺跡
潮音寺山遺跡
上田山遺跡
鳥居遺跡
田中遺跡
二宮神社遺跡
溝手遺跡
野屋の木古墳
野屋遺跡
五反畑遺跡
後開地遺跡
柴垣遺跡
小寺遺跡
辰山遺跡
土井遺跡
巳の口山遺跡
巳の口山古墳
梶屋遺跡
堂脇古墳
淵上城跡
樋口古墳
河南八幡神社遺跡
福輪塚第 1号古墳
福輪塚第 2 号古墳
寺の下西遺跡
広畑遺跡
清水遺跡
服部田遺跡
東槇木山 B 遺跡
東槇木山第 1号古墳
東槇木山第 2 号古墳
東槇木山第 3 号古墳
東槇木山第 4 号古墳
下塚原遺跡
川原遺跡
小林遺跡

包含地
官衙跡･包含地
包含地
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
墳墓
墳墓
古墳
古墳
祭祀跡
墳墓
散布地
墳墓
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
墳墓
古墳
墳墓
寺院跡
寺院跡･官衙
包含地
包含地
官衙など
包含地
集落
墳墓など
古墳
古墳
古墳
包含層
寺院跡？
その他
墳墓･城跡
古墳
墳墓など
古墳
古墳
古墳
古墳
城跡
集落
官衙跡･集落跡
包含地
包含地
道路跡･包含地
集落
包含地
集落
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
古墳
包含地
古墳
城跡
古墳
包含地
古墳
古墳
集落など
墳墓など
包含地
集落
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
包含地
包含地

弥生
縄文～中世
古代
古墳
縄文･弥生
弥生
縄文～古墳
縄文
中世
中世
古墳
古墳
弥生
中世
弥生
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
中世
古墳
中世
古代
古代～中世
縄文～古代
古代～中世
古墳～中世
古代～中世
中世
弥生～近世
古墳
古墳
古墳
中世
古代～中世
中世
弥生･中世
古墳
弥生･中世
古墳
古墳
古墳
古墳
中世
弥生～中世
弥生～古代
弥生
弥生
古墳～古代
古代～中世
古代～中世
中世
古墳
弥生～古代
弥生～古代
古代
弥生～古代
古代～中世
弥生～中世
弥生～古墳
弥生
古墳
弥生～古代
古墳
中世
古墳
弥生･中世
古墳
古墳
縄文～中世
古代～中世
古代
弥生～中世
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
弥生～古代
弥生～古代
弥生～古代

井永のヒガンザクラ井永のエノキ深江のシダレザクラ

　井永の法界山麓にあるニレ科の落葉高木。幅

１m以上もある長大な「板根」が露出している。

　バラ科の落葉高木。開花が早く美しい。か

つては農事の指標木として里人に親しまれた

という。

　深江上高の丘陵にあるバラ科の落葉高木。

樹形がよく整っていて、満開時の遠望はことさ

ら見事である。

　上下合祀神社隣接の清芳園にあるヒノキ科

の常緑樹。

　河井飢え坂登り口の県道端にあるブナ科の

落葉高木。県道上に25mにも及ぶ見事な枝張

りを見せている。

　善昌寺境内にあるヒノキ科の常緑樹。枝ぶり

が見事でいかにも古木の風情がある。

　境内西の山麓にあるモチノキ科の常緑高

木。葉裏に文字を書くことができるので、葉書

きの木・絵書きしばの別名がある。

　宇根の山麓にあるトチノキ科の落葉高木。大

木とはいえないが、市内では稀少種である。
　河井のカルスト台地一帯に自生する植物群。

特有の稀少植物をはじめ、北向き急斜面一帯

にはカタクリの大群生地がある。

　新生代新第３紀後期(約800万年前)に、地中

から噴出したマグマの通り道（火道）が、固まっ

てできた露頭である。岩石の大部分は玄武岩

で、ほかにも基盤岩の砂岩･泥岩･花崗岩を取り

込んだものも見られる。全体的にはもろくて崩

壊しやすい状態である。

　神社本殿の裏手にあるニガキ科の落葉高

木。明治10年代に「神樹」と称して植えられた

という。県内では稀に見る大木である。

河井のナラガシワ清芳園のビャクシン善昌寺のビャクシン

宇根のトチノキ養源寺のタラヨウ河井の石灰岩地植生

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物

天 然
記念物 矢野（宇根）の火道角礫岩の露頭合祀神社のシンジュ

 ふか  え い  なが い  なが

ぜんしょう じ せい ほうえん かわ  い

かわ  い　　　せっかいがん ち しょくせい よう げん  じ う    ね

 ごう  し  じん じゃ や   の     う   ね　      　か どう かくれきがん　　  ろ  とう

ろ とう
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諏訪谷古墳
医光寺谷遺跡
行縢八幡神社遺跡
向畑窯跡
小林山城跡
古殿古墓
松林寺古墓
小谷遺跡
西崎遺跡
和田古墓
玉禅寺古墓
山根古墳
郷空古墓
重信古墳
郷上大師堂
中間古墳
曽根田遺跡
安全寺古墓
楢崎城跡
宮本古墓
久佐八幡神社遺跡
権現第 1号古墳
権現第 2 号古墳
下永野古墳
永野古墓
諸毛本郷古墓
諸毛本郷第 1号古墳
諸毛本郷第 2 号古墳
諸毛本郷第 3 号古墳
堂ヶ原古墳
堂ヶ原遺跡
後谷遺跡
長者原遺跡
二本木遺跡
三室山盤座
甘南備神社北遺跡
甘南備神社遺跡
甘南備神社南遺跡
神田耕地遺跡
片山遺跡
尾立山第 1号古墳
尾立山第 2 号古墳
尾立山第 3 号古墳
尾立山第 4 号古墳
尾立山第 5 号古墳
黒金塚古墳
羽中遺跡
新宮神社北遺跡
羽中南遺跡
辻高居西遺跡
辻高居東遺跡
洞仙焼窯跡
出口新町遺跡
辻横田遺跡
鳥羽遺跡
仲谷遺跡
チョコシ遺跡
加一遺跡
青目寺跡
常城跡推定地
旗立山城跡
亀ヶ岳遺跡
青目寺観音堂遺跡
うしの塔古墓
八尾山城跡
竹田峠古墳
峠の坊遺跡
諏訪神社遺跡
竹田古墳
西谷遺跡
石垣古墳
石垣遺跡
日吉神社遺跡
日吉中谷古墳
助宗古墳
本山古墳
伊勢地岡遺跡
伊勢地遺跡
宝泉坊古墳
宝泉坊遺跡
ヒランマル第 1号古墳
ヒランマル第 2 号古墳
松山古墳
門田 A 遺跡
門田第 1号古墳
門田第 2 号古墳
中山遺跡
下辻遺跡
下才田遺跡

包含地
包含地
包含地
窯跡
城跡
墳墓
墳墓
包含地
包含地
墳墓
墳墓
古墳
墳墓
古墳
祭祀跡
古墳
包含地
墳墓
城跡
墳墓
包含地
古墳
古墳
古墳
墳墓
墳墓
古墳
古墳
古墳
古墳
墳墓
包含地
包含地
包含地
祭祀跡
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
包含地
包含地
官衙？
集落？
窯跡
官衙など
官衙など
包含地
包含地
包含地
包含地
寺院跡
城跡
城跡
包含地
寺院跡
墳墓
城跡
古墳
包含地
包含地
古墳
包含地
古墳
集落
祭祀跡･他
古墳
古墳
古墳
包含地
不明
古墳
包含地
古墳
古墳
古墳
墳墓
古墳
古墳
墳墓
包含地
包含地

横井遺跡
前原遺跡
上前原遺跡
前原古墳
藪堂遺跡
川崎遺跡
法全坊遺跡
下川辺遺跡
河面谷古墓
番蔵古墓
番蔵第 1号古墳
番蔵第 2 号古墳
盾石遺跡
段ヶ市古墓
段ヶ市遺跡
段ヶ市丸山古墓
矢谷第 1号古墳
矢谷第 2 号古墳
矢谷第 3 号古墳
矢谷第 4 号古墳
坂本第 1号古墳
坂本第 2 号古墳
三郎丸観音谷第 1号古墳
三郎丸観音谷第 2 号古墳
三郎丸観音谷第 3 号古墳
三郎丸観音谷第 4 号古墳
三郎丸観音谷第 5 号古墳
三郎丸観音谷第 6 号古墳
土井の下古墓
山の神古墳
三郎丸古墓
伝吉田寺跡
金龍寺東遺跡
門田池南遺跡
ドウジョウ遺跡
砂山遺跡
門ノ前遺跡
六地蔵遺跡
坊迫 A 遺跡
坊迫 A 第 1号古墳
坊迫 A 第 2 号古墳
坊迫 A 第 3 号古墳
坊迫 B 遺跡
坊迫 C 遺跡
坊迫宝塔
池ノ迫遺跡
池ノ迫第 1号古墳
山の神遺跡群
山の神第 1号古墳
山の神第 2 号古墳
山の神第 3 号古墳
山の神第 4 号古墳
池ノ迫奥遺跡
ホリノ河内遺跡
ツジ遺跡
潮音寺山遺跡
上田山遺跡
鳥居遺跡
田中遺跡
二宮神社遺跡
溝手遺跡
野屋の木古墳
野屋遺跡
五反畑遺跡
後開地遺跡
柴垣遺跡
小寺遺跡
辰山遺跡
土井遺跡
巳の口山遺跡
巳の口山古墳
梶屋遺跡
堂脇古墳
淵上城跡
樋口古墳
河南八幡神社遺跡
福輪塚第 1号古墳
福輪塚第 2 号古墳
寺の下西遺跡
広畑遺跡
清水遺跡
服部田遺跡
東槇木山 B 遺跡
東槇木山第 1号古墳
東槇木山第 2 号古墳
東槇木山第 3 号古墳
東槇木山第 4 号古墳
下塚原遺跡
川原遺跡
小林遺跡

包含地
官衙跡･包含地
包含地
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
墳墓
墳墓
古墳
古墳
祭祀跡
墳墓
散布地
墳墓
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
墳墓
古墳
墳墓
寺院跡
寺院跡･官衙
包含地
包含地
官衙など
包含地
集落
墳墓など
古墳
古墳
古墳
包含層
寺院跡？
その他
墳墓･城跡
古墳
墳墓など
古墳
古墳
古墳
古墳
城跡
集落
官衙跡･集落跡
包含地
包含地
道路跡･包含地
集落
包含地
集落
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
古墳
包含地
古墳
城跡
古墳
包含地
古墳
古墳
集落など
墳墓など
包含地
集落
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
包含地
包含地

道城遺跡
上下高校古墳
森荒神第 1号古墳
森荒神第 2 号古墳
三須磨第 1号古墳
三須磨第 2 号古墳
三須磨第 3 号古墳
三須磨第 4 号古墳
三須磨第 5 号古墳
三須磨第 6 号古墳
三須磨第 7 号古墳
三須磨第 8 号古墳
下谷西奥古墳
下谷岸古墳
平迫第 1号古墳
平迫第 2 号古墳
平迫第 3 号古墳
平迫第 4 号古墳
中山第 1号古墳
中山第 2 号古墳
中山第 3 号古墳
中山第 4 号古墳
中山第 5 号古墳
中山第 6 号古墳
中山第 7 号古墳
中山第 8 号古墳
中山第 9 号古墳
上高第 1号古墳
上高第 2 号古墳
大仙平第 1号古墳
大仙平第 2 号古墳
大仙平第 3 号古墳
時鳥城跡
時鳥古墳
扇峠古墳
千丸松城跡
国留城跡
上高城跡
薄古山城跡
薄古第 1号古墳
薄古第 2 号古墳
薄古第 3 号古墳
薄古第 4 号古墳
薄古第 5 号古墳
浄円寺山第 1号古墳
浄円寺山第 2 号古墳
浄円寺山第 3 号古墳
浄円寺山第 4 号古墳
浄円寺山第 5 号古墳
浄円寺山第 6 号古墳
浄円寺山第 7 号古墳※
浄円寺山第 8 号古墳※
浄円寺山第 9 号古墳※
浄円寺山第 10 号古墳※
浄円寺山第 11 号古墳※
浄円寺山第 12 号古墳※
浄円寺山第 13 号古墳※
薄古山第 1号古墳
薄古山第 2 号古墳
薄古山第 3 号古墳
薄古山第 4 号古墳
薄古山第 5 号古墳
薄古山第 6 号古墳
薄古山第 7 号古墳
薄古山第 8 号古墳
薄古山第 9 号古墳
薄古山第 10 号古墳
薄古山第 11 号古墳
薄古山第 12 号古墳
薄古山第 13 号古墳
薄古山第 14 号古墳
薄古山第 15 号古墳
大倉原遺跡
岩風呂第 1号古墳
岩風呂第 2 号古墳
岩風呂第 3 号古墳
岩風呂第 4 号古墳
岩風呂第 5 号古墳
岩風呂第 6 号古墳
岩風呂第 7 号古墳
岩風呂第 8 号古墳
無念寺第 1号古墳
無念寺第 2 号古墳
無念寺第 3 号古墳
無念寺第 4 号古墳
無念寺第 5 号古墳
無念寺第 6 号古墳
塚足遺跡
小田迫遺跡

集落跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
城跡
古墳
古墳
城跡
城跡
城跡
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
集落跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
集落跡
集落跡

弥生～古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
中世
古墳
古墳
中世
中世
中世
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
縄文～中世
古墳

日掛城跡
安福寺宝篋印塔
下郷桑原遺跡
大和遺跡Ａ地点
湯川古墳
洞山第 1号古墳
洞山第 2 号古墳
洞山第 3 号古墳
洞山第 4 号古墳
洞山第 5 号古墳
洞山第 6 号古墳
高鉢山城跡
仁和田古墳
好迫第 1号古墳
好迫第 2 号古墳
好迫第 3 号古墳
好迫第 4 号古墳
寺奥第 1号古墳
寺奥第 2 号古墳
防地奥古墳
防地第 1号古墳
防地第 2 号古墳
堀奥古墳
箱山古墳
越谷古墳
矢多田城跡
新山城跡
古城峠第 1号古墳※
古城峠第 2 号古墳※
扇原第 1号古墳
扇原第 2 号古墳
扇原遺跡
井永城跡
山の神第 1号古墳
山の神第 2 号古墳
山の神第 3 号古墳
豆丸尻古墳
末原古墳
南山西古墳
南山第 1号古墳
南山第 2 号古墳
南山第 3 号古墳
平山第 1号古墳
平山第 2 号古墳
二反田第 1号古墳
二反田第 2 号古墳
二反田第 3 号古墳
二反田第 4 号古墳
二反田第 5 号古墳
平松古墳
肉原古墳
屏風山古墳
殿居古墳
萩山第 1号古墳
萩山第 2 号古墳
萩山第 3 号古墳
奥の院第 1号古墳
奥の院第 2 号古墳
奥の院第 3 号古墳
奥の院第 4 号古墳
そね第 1号古墳
そね第 2 号古墳
行年遺跡
中居遺跡
釈迦丸第 1号古墳
釈迦丸第 2 号古墳
釈迦丸第 3 号古墳
釈迦丸第 4 号古墳
釈迦丸第 5 号古墳
階見城跡
塔のそね古墳
清滝城跡
中居古墳
塚野田第 1号古墳
塚野田第 2 号古墳
塚野田第 3 号古墳
塚野田第 4 号古墳
塚野田第 5 号古墳
篠原第 1号古墳
篠原第 2 号古墳
篠原第 3 号古墳
篠原第 4 号古墳
篠原東第 1号古墳
篠原東第 2 号古墳
篠原東第 3 号古墳
篠原東第 4 号古墳
篠原東第 5 号古墳
篠原東第 6 号古墳
篠原東第 7 号古墳
大倉原古墳

城跡
墓
集落跡
集落跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
城跡
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
集落跡
包含地
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
城跡
古墳
城跡
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳

中世
中世
弥生～古代
縄文～古代
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
中世
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
縄文
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
縄文～古墳
弥生
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
中世
古墳
中世
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳

寺ノ前遺跡
龍王山 D 第 1号古墳
龍王山 D 第 2 号古墳
龍王山 D 第 3 号古墳
龍王山 A 第 1号古墳
龍王山 A 第 2 号古墳
龍王山 A 第 3 号古墳
龍王山 A 第 4 号古墳
龍王山 B 第 1号古墳
龍王山 B 第 2 号古墳
龍王山 C 第 1号古墳
内堀西 A 遺跡
内堀西 B 遺跡
内堀東遺跡
打堀山Ｂ遺跡
打堀山Ｂ第 1号古墳
打堀山Ｂ第 2 号古墳
打堀山Ｂ第 3 号古墳
清財遺跡
打堀山Ｃ遺跡
打堀山Ａ遺跡
打堀山Ａ第 1号古墳
町田遺跡
角尾山遺跡
角尾遺跡
森谷遺跡
大迫谷西遺跡
大迫谷遺跡
大坪遺跡
西ノ前遺跡
鳶尾城跡
木曽丸遺跡
伊豆迫山遺跡
平佐山遺跡
平佐遺跡
雄立古墳
城山第 1号古墳
城山第 2 号古墳
城山第 3 号古墳
実蔵坊遺跡
森脇遺跡
黄番後山遺跡
山手遺跡群
横見遺跡
御門遺跡
御門ジョー古墳
大久保遺跡
南宮後山遺跡
南宮後山第 1号古墳
岡谷遺跡
本木遺跡
亀寿山城跡
ウロウギ遺跡
宇呂木第 1号古墳
宇呂木第 2 号古墳
宇呂木第 3 号古墳
宇呂木第 4 号古墳
宇呂木第 5 号古墳
宇呂木第 6 号古墳
赤迫遺跡
御旅古墳
御旅遺跡
向山遺跡
相方城跡
千原遺跡
千原古墳
勅使峠遺跡
平井古墳
茶臼山城跡
茶臼山古墓
茶臼山第 1号古墳
茶臼山第 2 号古墳
茶臼山第 3 号古墳
茶臼山山頂遺跡
長迫西遺跡
長迫東遺跡
平井北遺跡
平井南遺跡
王子塚古墳
御池遺跡
南宮神社遺跡
神宮寺西遺跡
七御陵古墳
名字向古墳
戸木窯跡
トロモ遺跡
栗柄廃寺
ノーラ古墳
寺山第 1号古墳

官衙など
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
墳墓
墳墓
墳墓
墳墓
古墳
古墳
古墳
包含地
集落
墳墓
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
城跡
墳墓
墳墓など
集落など
包含地
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
集落
墳墓
包含地
包含地
包含地
古墳
集落
墳墓
古墳
包含地
包含地
城跡
包含地
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
古墳
墳墓
包含地
城跡
墳墓
古墳
包含地
古墳
城跡
墳墓
古墳
古墳
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
包含地
古墳
包含地
包含地
包含地
古墳
古墳
窯跡
包含地
寺院跡など
古墳
古墳

弥生･古代
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
弥生～古墳
弥生･古墳
弥生～古墳
平安
古墳
古墳
古墳
古代
弥生･古代
弥生
古墳
古代
平安
弥生･古代
弥生～古代
古代？
古代～中世
奈良
古代～中世
中世
中世
弥生～古代
弥生･中世･近世
弥生･古代
古墳
古墳
古墳
古墳
弥生～中世
弥生
弥生～古墳
弥生～古墳
弥生～古墳
弥生～中世
古墳
弥生～古墳
弥生･古代
古墳
古代～中世
古代～中世
中世
奈良
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古代～中世
古墳
弥生～古墳
弥生･古代
中世
弥生～古墳
古墳
古代
古墳
中世
中世
古墳
古墳
古墳
弥生～古墳
弥生～古墳
不詳
弥生
弥生
古墳
弥生～中世
古代～中世
中世？
古墳
古墳
古代
古墳
弥生～古代
古墳
古墳

寺山第 2 号古墳
寺山遺跡
西龍寺東遺跡
四日市西遺跡
四日市遺跡
安江古墳
安江遺跡
中柴北遺跡
中柴遺跡
中柴南遺跡
大迫古墳
加谷奥山古墳
アテガワテ古墳
原ノ池古墳
馬背古墳
厚葉古墳
先厚葉第 1号古墳
先厚葉第 2 号古墳
先厚葉第 3 号古墳
鴫谷西第 1号古墳
鴫谷西第 2 号古墳
鴫谷西第 3 号古墳
鴫谷西第 4 号古墳
鴫谷西第 5 号古墳
鴫谷西遺跡
鴫谷遺跡
鴫谷南遺跡
鴫谷古墳
府中市街地遺跡群
青木古墳※
王免寺遺跡
王免寺古墳
坂本坊遺跡
元町東遺跡
カラス田遺跡
砂原遺跡
岡屋遺跡
大マヘ遺跡
芦高遺跡
池下遺跡
古代山陽道跡 ( 横井地区）
古代山陽道跡 ( 八反田地区）
杭が坪遺跡
二才原遺跡
天満ヶ迫遺跡
府川土井遺跡
平井城平遺跡
堀川遺跡

小塚古墳
小塚城跡
風呂屋第 1号古墳
風呂屋第 2 号古墳
久保山城跡
小塚八幡神社前古墓
小塚中山第 1号古墳
小塚中山第 2 号古墳
小塚中山第 3 号古墳
小塚中山第 4 号古墳
小塚中山第 5 号古墳
小塚中山第 6 号古墳
小塚中山第 7 号古墳
小塚中山第 8 号古墳
小塚中山第 9 号古墳
竜の口古墳
吉森第 1号古墳
吉森第 2 号古墳
迫の峠第 1号古墳
迫の峠第 2 号古墳
迫の峠第 3 号古墳
通力第 1号古墳
通力第 2 号古墳
通力第 3 号古墳
通力第 4 号古墳
通力第 5 号古墳
三見城跡
宗兵衛山古墳
平田城跡
平田第 1号古墳
平田第 2 号古墳
石塔平塚古墳
城跡
有福城跡
嵯峨山古墳
大畔塚第 1号古墳
大畔塚第 2 号古墳
上下小学校裏古墳
翁山城跡
丹下城跡
天領上下代官所跡

古墳
墳墓
墳墓
包含地
包含地
古墳
包含地
包含地
包含地
包含地
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
古墳
包含地
包含地
包含地
古墳
官衙･集落跡
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ポムポム

翁山城跡 
（護国山城跡）

伝吉田寺跡
伝吉田寺跡出土品

洞仙焼御神酒徳利

絹本著色釈迦十六善神像（１幅）

木造神像11躯
木造随身像4躯
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石造五輪塔
（伝うしの塔）

（洞仙荘）

金銅仏具 (２２点)

鳥居地区
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旧片野製パン所旧片野製パン所

桑田家住宅
  主屋・離れ
  石垣及び塀

桑田家住宅
  主屋・離れ
  石垣及び塀

備後国府跡備後国府跡

備後国府跡備後国府跡 清瀧神社本殿清瀧神社本殿
清瀧神社清瀧神社

(１躯)

(１基)

(巻第五百七十)

(巻第三百九)

(巻第二百八十七)

(１基)

(１基  五層石塔婆)

(伝青目上人像)
五輪塔形曳覆曼荼羅版木(1面)

(１躯)
(１躯)
(１躯)

(１基  五層石塔婆)(１基  五層石塔婆)(１基  五層石塔婆)

(伝青目上人像)(伝青目上人像)(伝青目上人像)
五輪塔形曳覆曼荼羅版木(1面)

(１躯)(１躯)(１躯)
(１躯)(１躯)(１躯)
(１躯)(１躯)(１躯)
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